
様式第１号（第５条関係）

会議概要

会 議 の 名 称 第１回久喜市医療体制等推進協議会

開 催 年 月 日 平成２７年１月１６日（金）

開 始 ・ 終 了 時 刻 午後１時１５分から午後２時５２分

開 催 場 所 久喜市役所　大会議室

議 長 氏 名 仮議長　田中　暄二　　議長　髙木　学

出席委員（者）氏名

桂田恵子、小島さえ子、小室幸子、齊田保彦、中村喜美子、

細田たき子、安藤愛子、染谷多賀子、髙木学、淺川実、関谷栄、

堀中直明、遠藤康弘

欠席委員（者）氏名 西崎道喜、植松武史、肥田有紀子

説 明 者 の 職 氏 名 真坂健康医療課課長補佐兼健康企画係長、渡部地域医療係長

事務局職員職氏名
中島健康増進部長、真坂健康医療課課長補佐兼健康企画係長、

渡部地域医療係長、冨田主事

会 議 次 第

１　開会

２　市長あいさつ

３　委員及び事務局職員紹介

４　議題

　（１）久喜市医療体制等推進協議会について

　（２）会長及び副会長の選出について

　（３）会議の運営について

　（４）医療体制の課題について

　（５）その他

５　事務連絡

６　閉会

配 布 資 料

資料１　久喜市医療体制等推進協議会条例

資料２　久喜市医療体制等推進協議会委員名簿

資料３　久喜市高齢者福祉計画・第６期介護保険事業計画（素案

）抜粋

当日配布　みんなで守ろう！考えよう！救急医療（ﾊﾟﾝﾌﾚｯﾄ）

会議の公開又は非公開 公開

傍 聴 人 数 なし



様式第２号（第５条関係）

審議会等会議録

発　言　者 会 議 の て ん 末 ・ 概 要

　

司会（真坂課長補

佐）

　

司会（真坂課長補

佐）

田中市長

司会（真坂課長補

佐）

司会（真坂課長補

佐）

出席委員

司会（真坂課長補

佐）

事務局職員

１　開会

　ただ今から、第１回久喜市医療体制等推進協議会を始めさせていただきた

いと存じます。

　会議に先立ちまして、配布資料の確認をさせていただきます。

　会議資料は、事前に送付させていただきましたが、不足しているものがご

ざいましたら、お声がけください。

第１回久喜市医療体制等推進協議会次第

資料１　久喜市医療体制等推進協議会条例

資料２　久喜市医療体制等推進協議会委員名簿

資料３　久喜市高齢者福祉計画・第６期介護保険事業計画（素案）抜粋

以上が、事前に送付させていただきました会議資料でございます。

それから、傍聴要領（案）も送らせていただいております。

お手元にお揃いでしょうか。

それでは、次第に従いまして、会議を進めさせていただきます。

２　市長あいさつ

　次第２　市長あいさつでございます。

　田中市長から、ごあいさつ申し上げます。

　（市長あいさつ）

　ありがとうございました。

３　委員及び事務局職員の紹介

　続きまして、次第３の委員及び事務局職員の紹介に移らせていただきます。

　本日は、初めての会議でございますので、恐縮ではございますが、皆様に

は、自己紹介をお願いしたいと存じます。

　なお、お手元の資料２の委員名簿順にお願いしたいと思います。

　それでは、桂田様からお願いいたします。

　（各委員自己紹介）

　ありがとうございました。

　続きまして、事務局職員の自己紹介をさせていただきたいと思います。

　（事務局職員自己紹介）　
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司会（真坂課長補

佐）

仮議長（田中市長

）

渡部係長

仮議長（田中市長

）

仮議長（田中市長

）

染谷委員

仮議長（田中市長

）

４　議題

　それでは、議題に入らせていただきます。

　久喜市医療体制等推進協議会条例第７条第１項の規定により、会議の議長

は会長がなることになっておりますが、本日が第１回目の会議のため、まだ、

会長及び副会長が決定してございません。　役員が決まるまでの間、市長が

仮議長に就いて、会議を進めたいと存じます。

　田中市長よろしくお願いします。

　それでは、会長、副会長が選出されるまでの間、暫く、私の方で議長を務

めさせていただきます。

　初めに、（１）久喜市医療体制等推進協議会についてを議題といたします。

　今回は、第１回目の会議ですので、担当から協議会条例の説明をさせてい

ただきます。

　（資料１により、久喜市医療体制等推進協議会条例について説明）

　ただいま協議会条例の説明がございましたが、この件につきまして、何か

質問がありましたらお願いします。

　（「特にありません」の声あり）

　よろしいでしょうか。

　では、次に進みます。

　それでは、会長、副会長の選出に移ります。

　ただいま説明をしました条例第６条の規定によりまして、協議会には、会

長及び副会長をそれぞれ１人置くこととし、委員の互選によってこれを定め

ることになっております。

　それでは、会長及び副会長の選出につきまして、お諮りしたいと思います。

どなたか立候補、或いはご推薦、或いは選出方法など、ご意見がありました

らお願いいたします。

　

　推薦させていただきたいと思います。

　今日は、西崎さんがご欠席されていますが、前回、前々回と、ずっと会長

を務めてくださっていましたので、西崎委員さんを会長に。

そして、髙木先生が、医師会長でいらっしゃって、副会長もされておりま

したから、お二人を推薦申し上げたいと思います。

　ただいま、染谷委員さんから、会長には西崎委員さん、副会長には髙木委

員さんとのご推薦のご発言がございました。

　いかがでしょうか。
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仮議長（田中市長

）

仮議長（田中市長

）

髙木委員

仮議長（田中市長

）

司会（真坂課長補

佐）

田中市長

司会（真坂課長補

佐）

司会（真坂課長補

佐）

　（「異議なし」の声あり）

　異議なしの発言がございました。

　それでは、西崎委員さんにおかれましては、本日、ご欠席ということでご

ざいますので、事務局から後ほど、ご本人の意向を確認させていただきます。

　本人の意向を確認ということはございますけれども、ご了解をいただいた

ということで、本日は、仮ということで、西崎委員さんを会長とさせていた

だくということでよろしいでしょうか。

　（「はい」の声あり）

　それでは、髙木委員さんには、副会長をということですが、よろしいです

か。

　はい。

　ただいま、髙木委員さんに副会長ご就任のご承諾をいただきました。

　それでは、改めて申し上げます。

　会長には西崎委員さん、副会長には髙木委員さん、と決定させていただき

ます。

　なお、西崎委員さんには、後ほど、意向を確認させていただきます。

　委員の皆様のご協力によりまして、会長及び副会長を選出することができ

ました。

　これをもちまして、議長の任を解かせていただきます。

　ご協力、ありがとうございました。

　ありがとうございました。

　委員の皆様には、恐れ入りますが、市長は、ここで退席させていただきま

す。

　

　どうぞ、よろしくお願いします。

　（市長、退席）

　それでは、髙木副会長と議事の進行につきまして、打ち合わせをさせてい

ただきたいと思いますので、若干、休憩を取らせていただきます。

　（議事進行の打ち合わせ）

　それでは、打ち合わせが終わりましたので、改めまして、髙木副会長に就

任のごあいさつをお願いしたいと思います。
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髙木副会長

司会（真坂課長補

佐）

議長（髙木副会長

）

真坂課長補佐

　（副会長あいさつ）

　ありがとうございました。

　それでは、引き続き、議事を進めてまいりたいと存じます。

　会議の進行につきましては、推進協議会条例第７条及び第６条の規定によ

りまして、髙木副会長に議長に就任いただき、会議を進めていただきたいと

存じます。

　よろしくお願いいたします。

　それでは、議長を務めさせていただきます。

　終了時間は２時４５分と予定しております。

　あまり、余裕がありませんので、議事を進めさせていただきたいと思いま

す。

　では、まず、議題（３）会議の運営について、事務局から説明をお願いし

ます。

　皆様に４点お諮りしたいことがございます。

　まず、久喜市では、「審議会等の会議の公開に関する条例」に基づきまし

て、会議は、原則、公開としております。　会議を公開することについてお

諮りしたいと思います。

　会議を公開する場合、どなたでも傍聴ができますので、傍聴に当たっての

手続きや遵守事項などを、「傍聴要領」として予め当協議会で定める必要が

ございます。

　前回と同じものを傍聴要領の案としてお配りしましたので、そちらを参考

にご検討いただきたいと存じます。

　なお、傍聴される方に対しましては、皆様へ配布する資料と同じものを配

布することになります。

　それから、冒頭申し上げました会議録を作成しますと、会議を公開する場

合には、作成後に閲覧用として公文書館等への写しの配架や市ホームページ

に掲載をすることになります。

　その会議録の作成形式でございますが、発言をそのまま記録する「全文記

録方式」と、「テニヲハ」や文字に起こした場合に主語を補わなければ分か

らないものの調整を行うほか、あいさつや、事務局説明などを省略したり、

「繰り返し的な発言」などについて調整して記録する「ほぼ全文記録方式」

がございます。

　いずれの方式で作成したらよろしいかご意見をいただきたいと思います。

　参考でございますが、これまでの会議では「ほぼ全文記録方式」で作成し

てございます。

　それから、会議録につきましては、委員の皆様に内容を確認していただき

まして、修正が終わりました後、最終的に確認の署名をいただきます。

　その署名人についてお諮りしたいと思います。

4



議長（髙木副会長

）

染谷委員

議長（髙木副会長

）

議長（髙木副会長

）

染谷委員

議長（髙木副会長

）

議長（髙木副会長

）

　前回の会議では、会長にお願いしておりました。

　お諮りする内容につきましては、会議の公開、傍聴要領の作成、会議録の

作成方法、及び会議録の署名人の扱いについての以上４点になります。

　今の４点について、皆さんにご意見を伺います。

　まず、会議の公開についてですけれども、何かご意見ございますでしょう

か。

　染谷委員さん、どうぞ。

　

　大切な会議ですから、多くの市民に知っていただく必要があると思います

ので、公開方式で差し支えないのではないかと思います。

　他に、ご意見はございますか。

　或いは、ご質問はございますか。

　それでは、公開にご賛成いただける方、挙手をお願いいたします。

　

　（挙手全員）

　ありがとうございます。

　全員ということで、公開にさせていただきます。

　では、２つ目の会議の傍聴要領についてです。

　これに関して、何かご意見、ご質問ございますか。

　傍聴要領の案が配布されていますので、皆さんご覧いただいたと思います

が、むやみに発言しないですとか、飲食等を控える、席を離れない。　或い

は、旗とかプラカードとかはご遠慮いただく、それから、撮影・録音等もご

遠慮いただく等々がございます。

　染谷委員さん、どうぞ。

　前回と同じということですので、これで、よろしいのではないかと思いま

す。

　では、ご賛同いただける方、挙手をお願いいたします。

　（挙手全員）

　ありがとうございました。

　全員ということで、この案のとおりとさせていただきます。

　３点目、会議録の作成方法です。

　全文記録方式とほぼ全文記録方式とあります。

　私も他の色々な会議に出ておりますので、会議録で、私自身の発言を目に

することがあるのですが、やはり、全文方式ですと、話しをしている時には
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染谷委員

議長（髙木副会長

）

議長（髙木副会長

）

議長（髙木副会長

）

真坂課長補佐

議長（髙木副会長

）

淺川委員

真坂課長補佐

気づかないのですが、後から見ますと、非常に変な言い方をしているなと思

う時があります。

　ですから、ほぼ全文方式であれば、多少、そういった事が修正できるので

はないかと思います。

　ご意見、或いは、ご質問ございますか。

　多分、皆さん、同じではないかと思います。

　では、ほぼ全文記録方式で、ご賛同いただける方は挙手をお願いいたしま

す。

　（挙手全員）

　ありがとうございました。

　４点目、会議録の署名人に関しましては、従来は、会長が署名をされてお

りました。

　この方式で、引き続きということで、よろしいでしょうか。

　ご賛同いただける方、挙手をお願いいたします。

　（挙手全員）

　ありがとうございます。

　では、会長にお願いします。

　以上４点、ご承認いただきまして、ありがとうございます。

　このほかに、会議の運営について、事務局から何かありますか。

　もう１つございまして、委員名簿の公開についてでございます。

　ホームページ等への委員名簿の掲載につきましては、本日お手元にお配り

しました名簿を公開させていただきたいと考えております。　ご了承をお願

いしたいと思います。

　なお、これとは別に、市の公職者が掲載されております公職者名簿には、

住所及び電話番号も掲載されますので、冒頭にも申し上げましたが、氏名以

外の公表を希望されない場合には、後でお申し出いただければと思います。

　淺川委員さん、どうぞ。

　全員の住所と電話番号を削除していただくことは、何か問題あるのですか。

　それは、問題ございません。

　皆さんが、そういったご希望であれば可能です。
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淺川委員

議長（髙木副会長

）

真坂課長補佐

議長（髙木副会長

）

遠藤委員

渡部係長

淺川委員

議長（髙木副会長

）

齊田委員

真坂課長補佐

議長（髙木副会長

）

　私は、今の時代、電話番号が、一番、気になります。

　後でといっても言い忘れる方もいらっしゃるでしょうから、今、決をとっ

ていただければありがたいかなと思います。

　よろしいですか。　そういうことで。

　

　皆さんのご意向が確認できれば、それで、結構です。

　今の意見の他に、何かございますか。

　住所というのは、自宅になりますか。

　医療機関の先生方につきましては、医療機関の住所と電話番号を掲載させ

ていただいております。

　その他の方は、ご自宅を掲載させていただいているというのが、現状の扱

いでございます。

　我々は良いと思いますが、一般の方の住所と電話番号は、どうなのかなと

思うのですが。

　まず、電話番号に関しては、淺川委員さんから、全員の分を不掲載にした

らどうかという提案がございましたけれども、それに関しては、どうですか。

　全員分を掲載しないということで、ご賛成の方は挙手をお願いいたします。

　

　公職者名簿というのは、決まりがあると思います。

　様式があって、必ず、個人でも住所と電話番号を載せているのが多いので

はないかと思うのですが。

　他の附属機関とのバランスとかは、載せないとした時に、どうなのですか。

　今、公職者名簿の方も確認しますと、氏名以外の個人情報が抜けていると

ころもございますので、ご質問の辺りにつきましては、特に問題はなく、希

望ということで大丈夫です。

　電話番号に関しては、殆どの皆さんが、掲載を希望されないということで、

手配いただきたいと思います。

　それから、住所に関しましてはどうでしょうか。　希望されない方だけ掲

載しないか、全員を記載しないか、その両者の選択になると思うのですが。

　希望者のみ記載しないという方に挙手をお願いします。

　医療機関、我々は構わないところですが、個人の方は、ちょっと。

　この会は分からないのですが、中には、直接、市民の方から、家に電話が

来るというケースもあるのですね、他のところでは。　大した事ではないよ
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桂田委員

真坂課長補佐

桂田委員

真坂課長補佐

桂田委員

議長（髙木副会長

）

真坂課長補佐

議長（髙木副会長

）

渡部係長

うですが。　会議の中での解釈がおかしいのではないかということで、クレ

ームがくるというような事が、中にはあったようでございます。

　住所も全員記載しないということで、ご賛成の方挙手をお願いします。

　どうでしょうか。

　例えば、こういうのはどうでしょうか。

　久喜とか鷲宮というように、地区名までを掲載するというのは。

　字名までということでしょうか。

　住所の掲載について反対かと言われると、迷ってしまうのですが。

　市だけを載せるとすると、皆さん久喜市ですからね。

　久喜市の次の大字とか字までを掲載するということでしょうか。

　そうですね。

　そこまでを表示するということは可能なのでしょうか。

　久喜市桜田とか、久喜市本町とか、そこまでを掲載するということ。

　それは、可能でしょうか。

　途中までの表記をするということについては、確認をしておりませんので、

公職者名簿の担当課に後で確認させていただきたいと思います。

　ですので、もし、今、決まらないようでしたら、事務局としては、お一人

お一人の希望を、忘れてしまわれる方につきましては、こちらから確認をさ

せていただくという方法もとれますので、そのようにさせていただきたいと

思います。

　住所に関しましては、個々の委員の皆様に連絡をとった上で掲載内容を決

めさせていただくということで、お願いいたします。

　会議の運営については、これで終わりまして、（４）医療体制の課題につ

いて、事務局から、説明をお願いします。

　医療体制の課題ということで、お話しをさせていただきたいと思います。

　医療体制の課題につきましては、市長のあいさつにもございましたが、非

常に多岐に渡っております。

　例を挙げますと、皆様もご存知の、医師・看護師不足、救急医療、がんや

脳卒中等の各種疾患の予防対策等、様々ございます。

　そのような中、昨年６月「医療介護総合確保推進法」が公布されました。

　この法律が公布された背景としましては、２０２５年問題と言われている、

団塊の世代が全て７５歳以上となりまして、今から約１０年後には、３人に
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１人が６５歳以上、５人に１人が７５歳以上となると推計されております。

　医療や介護を必要とされる方がますます増加しますけれども、現状の医療

や介護サービスの提供体制のままでは、十分に対応することができないと見

込まれているということがございまして、こういった法律が公布されて、一

部施行されているということになります。

　そこで、喫緊の課題ということで、２０２５年までを目途に、対策を講じ

ておく必要があるということで、現在、各市町村、都道府県で対策が検討さ

れております。

　では、お手元に資料３をご用意いただきたいと思います。

　資料３につきましては、「久喜市高齢者福祉計画・第６期介護保険事業計

画」（素案）の抜粋になります。

　現在、こちらの計画につきましては、（素案）ということで、パブリック

コメントを実施しております。

　本日、お配りしました資料は、まだ案の段階でございまして、最終的なも

のではないのですが、こういった方向で、現在、久喜市の方では、在宅医療

と介護の連携を進めていく仕組み等、そこの部分だけではないのですが、そ

ういったことがこの計画に盛り込まれていますので、在宅医療と介護の連携

の部分につきまして抜粋して、ご説明をさせていただきたいと思います。

　では、１ページをご覧ください。

　まず、本市の高齢化の状況ということで、図をご覧いただきたいと思いま

す。

　各年、４月１日現在の人口ということで、平成２６年までは、実数になり

ます。

　平成２６年の時点では、高齢化率は２４．６％ということでございます。

　因みに、高齢化率とは、総人口に占める６５歳以上の方の人口の割合のこ

とでございます。

　その高齢化率が、先ほどお話ししました２０２５年、つまり、平成３７年

には、３２．４％に達すると推計されております。

　平成２６年が約４人に１人が６５歳以上という状況が、１０年程で、約３

人に１人になると推計されております。

　次に２ページをご覧ください。

　要支援を含みます要介護認定者の状況になります。

　こちらも図をご覧ください。

　平成２５、２６年度は実績値で、平成２７年度以降は推計値ということに

なっております。

　平成２６年度は、約５，３００人の方が認定を受けておられます。

　要介護認定者の推計につきましても、高齢者人口の増加に比例して増加が

見込まれておりまして、２０２５年、平成３７年には、約９，０００人に達

すると推計されており、平成２６年度と比較しまして、７割くらい認定者が

増加すると見込まれております。

　要介護認定者の６５歳以上人口に占める割合でございますが、平成２６年
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は１３％ですが、平成３７年には、１８．８％となる見込みということでご

ざいます。　つまり、６５歳以上の方の約２割が、何らかの支援が必要にな

るということで推計されております。

　このような推計からも、本市におきましても、国と同様に、２０２５年を

迎える前に、できるだけ、在宅等、住み慣れた地域の中で、患者さん等の生

活を支える地域包括ケアシステムを構築していくことが必要になってきてお

ります。

　次に、３ページをご覧いただきたいと思います。

　地域包括ケアシステムの構築に向けてというタイトルですが、「地域包括

ケアシステム」とは、厚生労働省のホームページによりますと、「高齢者の

尊厳の保持と自立生活の支援の目的のもとで、可能な限り住み慣れた地域で、

自分らしい暮らしを人生の最期まで続けることができるような地域の包括的

な支援やサービス提供体制」のこと、ということでございました。

　地域包括ケアシステムのイメージ図ということで示されておりますが、在

宅で生活をしていくために、中心にいる高齢者の方を、医療や介護サービス

のほか、介護予防や自治会、ボランティア等、地域社会全体で、高齢者を支

えていく仕組みになります。

　４ページをご覧ください。

　地域包括ケアを実現していくための重点的に取り組むことの１つとしまし

て、「在宅医療・介護連携の推進」がございます。

　病気になっても、自宅で暮らし続けるために、先ほど、ご覧いただいたイ

メージ図のような姿を目指しまして、医療提供者と介護サービス事業者等、

様々な関係機関と連携を図り、仕組みを作っていくこととしております。

　続きまして、５ページと６ページをご覧いただきたいと思います。

　これまで、お話しさせていただきました、高齢者が住み慣れた地域で安心

して暮らし続けていける仕組みを作っていくために、市が進めるための施策

の方向ということで計画に記載されております。

　地域包括ケアシステムのさらなる充実ということで、具体的には、市全体

の地域ケア会議というものを開催するということを、計画には記載しており

ます。

　こちらは、先ほど３ページでご覧いただきました地域包括ケアシステムを

構築していくために、そこに関係する色々な職種の方々の参画を得まして、

それぞれの専門的な視点を交えて、例えば、在宅医療の充実と在宅医療・介

護連携の仕組みづくり等、地域の福祉課題に対応していくための協議等を行

うための組織になります。

　もう一つの具体的な取り組みとして、在宅医療の充実と在宅医療・介護連

携の仕組みづくりを行うということになっております。

　先ほどの地域ケア会議等を活用しまして、どのように医療側と介護側で連

携を進めていくのか、そういったことを協議して、連携の体制の整備に取り

組んでいくことになります。

　在宅の要介護認定者への調査では、往診に対するニーズが高いということ、
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また、ケアマネジャーへの調査でも、往診や医療機関と介護事業所を結ぶ仕

組み等に課題があるというような意見があがっているということでございま

すので、こうしたことに対しまして、地域ケア会議等を活用して、在宅医療

のあり方を検討していきながら、どのように在宅医療の体制を確保していく

のか取り組んでいくことになります。

　７ページは、国で示した在宅医療と介護連携のイメージ図になります。

　こういった連携をしながら、在宅で介護又は医療を受けられる体制を目指

して、これから、関係者による会議を設置して、取り組んで参るということ

で、計画の方に記載しております。

　８ページをご覧ください。

　これまでに、お話ししました在宅医療と介護の連携につきましては、市町

村の取り組みとしましては、介護保険制度の「地域支援事業」という事業の

中で行うこととされております。

　「地域支援事業」というのは、要介護状態等となることを予防するととも

に、要介護状態等となった場合でも、できる限り地域において自立した日常

生活を営むことができるように支援していくための様々な事業になります。

　図をご覧ください。

　介護保険制度では、要支援及び要介護認定を受けた方に対する給付、例え

ば、訪問介護や訪問看護等、そういった給付の他に、先ほどお話ししました

予防等に重点を置いた地域支援事業がございます。

　図の右側の平成２７年度以降の下から２つ目の四角、「包括的支援事業」

をご覧ください。

　こちらに、これまでお話ししました「地域ケア会議の充実」、「在宅医

療・介護連携の推進」が盛り込まれております。

　最後、９ページをご覧いただきたいと思います。

　再掲になりますが、先ほどお話ししました、地域ケア会議を設置すること、

在宅医療と介護の連携体制を整備していくことが目標として記載されており

ます。

　ただいま、ご説明しました内容は、最初に申し上げましたが、計画の素案

となっておりまして、現在パブリックコメントを実施中で、市民の方からの

意見提出期間は、昨年１２月２６日から、今月２５日までの１か月間となっ

ております。

　パブリックコメント終了後に、最終的な調整を行いまして、計画が策定さ

れることになりますが、恐らくは、今、お話ししたような内容から大幅に変

更になるようなことはないかと思われますので、概ね、このような内容にな

るものと思われます。

　平成２７年度からは、こちらの計画に基づきまして、在宅医療と介護の連

携を進め、できる限り、在宅で住民の皆様が安心して暮らせるための体制整

備に、市の方では、介護の担当課を中心に取り組んでまいりたいと考えてお

ります。

　説明は、以上でございます。
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議長（髙木副会長

）

桂田委員

議長（髙木副会長

　

　今、資料を基に説明がありました。

　なぜ、こういったことが必要になったかというと、一番の背景を説明させ

ていただきますけれど、先日、平成２７年度の国家予算が発表されました。

　社会保障費が、国の予算の約半分、３０兆円を超える予算になっておりま

す。　これは、もう、かなりの比率になります。

　今、説明のあった資料の図を見ますと、高齢者の方が増えてきて、要介護

等の認定を受けられる方も増えてくるというのが出ています。

　社会保障費をこういった人数が１．５倍、或いは２倍に増えたから、２倍

に増やせるかというと、それだけの予算がない。

　ですから、今の予算が、ぎりぎり３０兆円。　この中で、１．８倍近く増

える要介護の方をどう支えるか。　そのためには、いかにお金をかけないで、

地域で協力しながら、介護を必要とする方、或いは高齢の方を、地域でお守

りしていく。　そういうことが必要なので、こういうネットワークが必要と

なっていくということとご理解いただくとよろしいのかと思います。

　時間もあまりありませんので、今のことに関しまして、ご質問やご意見等

がありましたら、公募市民の方から、これから、この協議会で、こういうこ

とを取り上げて欲しい、こういうことを知りたいということを挙げていただ

ければと思います。

　桂田委員さんから、お願いします。

　まず、私が、普段思っていることは、地域で、福祉委員になっているので

すが、福祉委員は、社会福祉協議会の方とたまにお会いして、地域でこうい

うことで困っています、認知症じゃないかという方がいますということがあ

ると報告をするということに携わっています。

　実際に、そういうことに携わった時に、報告はできるのですが、助けに

なっているのかどうかが分からず、果たしてどうなんだろうと思っています。

　それから、最近、初めて、自分が感じたのが、主人や母が脳梗塞で突然倒

れて救急車に乗りましたが、救急車に乗ったから一安心と思ったのですが、

そこからがちょっと大変で、受け入れ先を探すのに困ってしまいました。

　救急車が来たというので安心したのが、間違いというか、すぐに搬送され

ないということがあって、どういうことなのだろうと思いました。

　救急車が来たから安心という考えがいけないのかと思うことがありました。

　自分の母も、倒れたりして不安な状態にあるのですが、自分も福祉委員に

ついたのをきっかけに、医療体制をどのように、市民から、お医者様や市に

対して、こういう風に動いてくださいねという提案ができるのか、自分もよ

く分かっていないところがあります。

　ですので、周りの方から、自分はこうしていますよとか、先生から、こん

な風にしたら良いのではというのを聞けたら良いのかなと思っています。

　救急医療に関しては、前回、前々回の協議会で、散々協議をしてきていま
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）

遠藤委員

す。　今回、メインテーマには持ってこられないのですが、ご承知のように、

久喜市では、大々的に報道されました非常に残念なたらい回し事件がありま

した。

　そこをきっかけに、県が、救急医療の体制整備ということで、非常に改革

をしました。　それで、今は、救急車にタブレット端末が搭載されていて、

なるべく早く、病気の専門の当直医がいる病院を探せるように、そういった

改革をしていて、その成果というのが、今、段々に現れつつある状況です。

　この件に関して、遠藤委員さん、ちょっと、簡単にお話しいただけますか。

　この問題は、私の患者さんが、３６回１５病院に受け入れを断られたとい

ことで、大々的に報道されました。　当院も３回断ったのですが。　この地

域で、色々、話題となったのですけれど。

　それぞれの医療機関、それなりの事情があったり、受け入れ体勢の問題が

あったりして、その辺も、状況を分かってもらうということで、この会議で

も、色々と説明してきました。

　ただ、先ほども言いましたように、言い訳だけをして、解決しないわけに

はいきませんので、色々なところで、色々な提案をしたりしてきました。

　今回のことで、違ったのは、県が、随分、色々な形で動いてくれて、色々

な取り組みをしてくれましたし、大きなところでは、救急医療情報システム

を新しくして、私もスマートフォンで見られるようになっていますが、今の

状況はどうなっているのか、そういう情報を救急隊がすぐに把握して、空い

ている病院にできるだけ早く入れるようにするというシステムができました。

　あとは、４回以上断られたときに、受け入れる病院を決めるということで、

この地域では、久喜総合病院が認定されていますので、それなりのお金が県

から久喜総合病院にいくような形になっています。　ただ、今日の状況を見

た時に、そういった状況の時でも、久喜総合病院ではなく、他の病院に搬送

されているということがありました。

　あとは、９回以上断られた場合には、埼玉医科大学の総合医療センターの

方が受け入れると。

　これは、私が、何しろ、そういう風に、何回も受け入れができないという

ことは、普通の救急ではなくて、災害と同じようなものなので、災害医療の

スイッチを入れなければダメですよということで、そういうシステムを入れ

たりして、そういう受け入れ態勢もとりました。

　どんどん救急隊が行っている病院については、そこが忙しい状況にあると

いうのは、分かりますので、そういったところには、電話をしないで、空い

ているところ、「うちは、大丈夫ですよ」というところを検索できるような

システムが、今、動き始めています。

　実際、４回以上断られる率が、３０％まで、前よりも減ったというような

効果も表れているという報告も出ております。

　あとは、このパンフレットにも出ていましたけれど、「＃７０００」事業、

大人版の救急の電話相談も始まっています。
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議長（髙木副会長

）

小島委員

議長（髙木副会長

）

　軽症者で、救急車に乗らなくてもいいような人について、主に、看護師さ

んが相談に乗ってくれるというもので、毎日、夜、６時３０分から夜１０時

３０分までということで、始まっていますので、その辺でも、少し効果が表

れているのではないかと思います。

　あとは、この地域が、医師不足、看護師不足ということで、県の方も、随

分、お金を色々と用意して、ドクターを配置しやすくするようなこともやっ

ています。

　ああいう不幸な事例、事件が起こったわけですけれど、それを乗り越えて、

県レベルでも色々と動き始めているというのが現状ではないかと思います。

　これに関しては、また、協議会の中で、折に触れて、話しをさせていただ

きたいと思います。

　次に、小島委員さん。

　先ほど、あいさつの中で少し触れさせていただいたのですが、７年前に父

を看取りました。　その時も、できれば在宅でと望んで、主治医の先生に相

談したのですが、往診してくださる先生がいませんよと、先生に叱られてし

まいまして、それで、やむなく、先ほど、淺川委員さんが、ごあいさつの中

でおっしゃったように、私も、少し、うしろめたい気持ちを持ちながら、結

局、施設で看取ったといういきさつがあります。

　これから、母については、是非、在宅で看取りたいと希望しているところ

なのですが、先ほど見せていただいた資料の６ページにありますように、往

診してくださる先生がいらしたら利用したいというのが、在宅での取り組み

の出発になると考えていますけれど、今、母のかかりつけの先生にお願いし

ましたが、断られてしまっております。　そうした場合には、どうしたら良

いのかと、ちょっと心配しているところです。

　できれば、そういった、市民が、日ごろの先生では難しい、或いは入院し

た後に、どういう風に在宅で看取っていけるのか、どこに、往診してくださ

る先生がいらっしゃるのかとか、そういった事が分かる仕組みづくりをお願

いしたいなと思います。

　資料３にある地域包括ケアは、これからシステムを作っていくことになり

ますが、そこら辺もひとつの目的としてあります。

　そういったことを情報公開するということで、久喜市には、こういったと

ころに往診できる医療機関があるとか、入院施設があるとか、これからまと

めて市民に公開していかなければいけないと思います。

　今の件で、一つ問題点というのは、昔は、開業医というのは、だいたい、

半日診察をして、半日往診をしていたのですね。　３０年、４０年前は、そ

れが当たり前だったのです。

　それが、その後、色々な医療の変化によって、半日診療、半日往診という

のが、なかなか経営的に成り立たなくなってきたというところがあります。
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関谷委員

議長（髙木副会長

）

齊田委員

　それで、最近出てきたのが、在宅診療は専門の医療機関でということで、

それだけをやる医療機関というのが、だんだん出てきました。　ところが、

去年の４月の医療費改定で、その往診料が大幅に減額されて、久喜市には、

そういったところはなかったのですが、既に、専門に在宅をやっていらした

先生が撤退するということで、そういった医療機関が３分の１くらいになっ

てきているということのようです。　逆に、退行になっています。

　久喜市におきましては、年明け早々に、１件、在宅、往診専門にやる医療

機関が新たに入ってきまして、医師会にも入って、やってくださることにな

りましたので、久喜市では、そこら辺の需要に対して、少し、お応えできる

ことになると思います。

　そういった情報も協議会でまとめて、一般の市民の方にも公開できるよう

に持っていきたいと思っています。

　はい、関谷委員。

　

　在宅医療というのは、癌などの在宅医療の場合は、殆どターミナルケアだ

けになるので、すっと流れていくのですが、呼吸機能とか、心臓の方の機能

の場合、もう、ここまででいいよというのは、逆に言えば見放したことに

なってしまう。

　例えば、熱中症でぐったりしている方がいて、もう、こういう状態になっ

たらお終いだろうと判断すると、亡くなる方の背中を押すことになってしま

うわけです。

　ところが、ちょっと治療をすると、元気になるということがあって、在宅

医療の難しさというのは、そういうところが一つあります。

　その哲学が、共有されないと、見放したことにつながりかねないので、そ

この辺りは、慎重に、こういう場を利用していかなければならないと思いま

す。

　はい、ありがとうございます。

　恐縮ですが、時間が押し迫ってきていますので、最後に、初めて、参加さ

れている齊田委員さんに、これからの要望ですとか、こういったことをテー

マに取り上げて欲しいといったご意見がございましたら、お願いします。

　課題を考えてきたのですが、まず、１点目ですが、訪問診療を行っている

医療機関が少ないというのが現実だと思います。

　その辺のスタッフが増えれば、マンパワーが不足しているということだと

思いますので、それを、今後のサービスを必要とする人員の増加に対応しき

れるように改善できたら良いなと思います。

　それから、介護施設と病院との関係なのですが、施設のケアマネジャーさ

んとお医者さんとの連携というのが、どうも、あまり上手くいっていないの

ではないかという気がします。　私も母の介護等で、経験をしましたので、

その辺の連携が必要じゃないかなというのが、２点目です。
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関谷委員

議長（髙木副会長

）

渡部係長

　それから、急病に関しての受け入れですが、後方支援ベッドとか言います

けれど、その確保がないために、たらい回しという言い方、申し訳ありませ

んが、そういったことが起こってしまうのかなと思います。

　緊急入院の場合の、ベッドの確保が必要ではないのかなと思います。

　最後に、新聞記事で見たのですが、医療との連携模索ということで、在宅

医療の連携拠点として、幸手にございます東埼玉総合病院、蓮田にございま

す国立病院東埼玉病院というのが指定されているというのを聞いたのですが、

その辺りは、久喜ではどういう状況なのか知りたいなと思います。

　東埼玉総合病院と、東埼玉病院は、モデル事業としてやっているのですね。

　それをモデルとして、色々な問題点を検討して、それを全地域に下ろすと

いう国の方針でやっています。

　モデル地区ということで。

　良いところもありますし、問題点もたくさん出てきています。

　老々介護になってきていますから。

　色々とご意見があるかと思いますが、お時間が迫ってきていますので、他

に、何かございますか。

　では、時間になりましたので、（４）に関しては、ここで終了させていた

だきます。

　議題（５）その他に移らせていただきます。　事務局からお願いします。

　本日、机に配布させていただきました、黄色い「みんなで守ろう！考えよ

う！救急医療」というパンフレットになりますが、こちらは、１０月に開催

しました協議会でお話しさせていただきました６市２町の東部北地区で作成

しました救急医療につきまして、住民の皆様に知っていただきたいこと等を

まとめたものになります。

　久喜市においては、１月１日の広報紙と一緒に、全戸配布しております。

　他の地域におきましても、今月発行の広報と一緒に全戸配布することとし

ておりますので、この地域の住民の皆様には今月中にお手元に届くことにな

ります。

　今後も、形式はいずれにいたしましても、このような広域の行政での広報

や久喜市単独での様々な啓発活動を通じまして、地域住民の皆様に、医療の

現状や医療制度等につきまして、できるだけ、分かりやすくお伝えしていく

ように努めてまいりたいと考えております。

　また、前回の会議で、市のホームページがスマートフォン対応となってい

ないため、救急などの場合に見づらいというご意見をいただきました。

　ちょうど、市のホームページがリニューアルに向けて作業をしている段階

でございまして、新しくなるホームページでは、スマートフォン対応のペー

ジもできるということで、広報担当のシティプロモーション課に確認をして

おりますので、併せましてご報告させていただきます。
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議長（髙木副会長

）

司会（真坂課長補

佐）

髙木副会長

司会（真坂課長補

佐）

　以上になります。

　

　この救急医療のパンフレットの中にも入っていますが、救急の要請も非常

に増えていますので、こういったことも市民の皆様にご理解いただきまして、

本当に必要な、有効な救急車の利用ということをお願いしたいと思います。

　では、一応、これをもちまして、議題を終了とさせていただきます。

　これで、議長の任を解かせていただきます。

　ありがとうございました。

　ありがとうございました。

　お疲れ様でした。

　次に、次第５のその他でございます。

　２点ほど事務連絡をさせていただきたいと思います。

　会議の今後の予定でございますが、現時点では、来年度に２回程度、それ

から再来年度も２回程度開催していきたいと考えております。

　次回の会議につきましては、平成２７年度の開催ということで、西崎会長

に確認をしまして、会議の日程を決めた上で、皆様にお知らせをさせていた

だきたいと考えております。

　もう１点ですが、先日郵送させていただきました、報酬の振込み依頼書に

つきまして、もう、何人かお預かりさせていただいた委員さんもいらっしゃ

いますが、お帰りの際に、事務局まで提出をお願いします。

以上でございます。

　全体的に、質問はございませんか。　無いようでしたら、時間もまいりま

したので、この辺で閉会とさせていただきます。

　閉会のごあいさつを髙木副会長からお願いします。

　（閉会のあいさつ）

　ありがとうございました。

　それでは、以上を持ちまして、第１回久喜市医療体制等推進協議会を終了

させていただきます。

　お疲れ様でした。

　会議のてん末・概要に相違ないことを証明するためにここに署名する。

　　　平成２７年　２月１０日

　　　　　久喜市医療体制等推進協議会　副会長　髙 木 　学　
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